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― ム ージルの 『特性 のない男 』
における〈別 の状態 〉の行 方 ―
大 川 勇
は じ め に
1942年,亡 命の地ジュネーブで突然の死に襲われ る直前,『 特性のない男』
の 「ある夏の日の息吹き」の章を書き進めなが ら,ム ージルは次のようなメモを
記 している。 「aZ問題の消耗 した今,作 家ローベル ト・ムージルのモ―ターはも
はや本来の中枢部を持 っていない」。1)
aZ,即 ち〈別の状態 〉(andererZustand)と は,ム ージル自身の言葉を借 り
れば,「測定 ・計算 ・検証という実証的 ・因果的 ・機械的思考」 に支え られた 「通
常の状態」に対峙する 「愛の状態,善 の ・世界離脱の ・瞑想の ・観照の ・神への
接近の ・忘我の ・意志喪失の ・内省の状態」2)のことであるが,こ の受動的かつ神
秘的な 〈別の状態 〉こそは,『 特性のない男』の,と りわけその第二巻の中心主
題を照射する核概念であり,同 時にムージル及び 『特性のない男』に対す る批判
と共感の主要な対象とされてきたものである。例えば く別の状態 〉に対 して 「こ
れまで最 も根本的な批判」3)を行なったといわれるK.Lae■ 皿annに とって,<別
の状態 〉とはナルチシズム的 「主体の接触不安」に由来する現実の生きた諸関係
からの離脱であり,そ の結果生 じる 「対象喪失の熱狂的讃美」である。4)それは何
よりもまず 「魔術」(Magie)な のであって,こ の 「魔術的思考」は現実の生に
おいて拒まれたものを呼び出すために用いられるのだ,と 彼は言 う。5)〈 別の状
態 〉の呪術的作用に対するこのような批判は,そ れ自体 としては正 しい洞察を含
んでいるか もしれない。 しか しLaermannに 欠落 しているのは,批 判の対象であ
る 〈別の状態 〉が作者自身によって作品内でどのように位置づけられているのか
を間 う視線である。Laermannの 暗黙の前提を成 しているのは,ム ージルが く別
の状態 〉を小説内で肯定的に措定 しており,『特性のない男』の究極的目標もまた
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その実現を描 くことにあるという考えであるが,こ の前提こそは 『特性のない男』
の最終的構想をめ ぐる論争の最大の争点となったものであった。にもかかわらず
〈別の状態 〉に対 して表白されてきた批判 と共感は,お しなべてLaermannの 前
提を無条件に共有 しているように思われる。
ここでその論争の概要を予め振 り返っておけば,未 完に終わった 『特性のない
男』の最終的構想については二つの対立す る見解がある。一つは,〈 別の状態 〉
の実現を求めるウル リッヒとアガーテの試みは 「ある夏の日の息吹き」の章 にお
ける神秘的な 「庭」の現出で果たされ,小 説 もそこで終わる,そ れがムージルの
意図 した結末であるとする見解であり,も う一つは,そ の後も小説は進行 し,兄
妹の近親相姦が描かれる 「楽園への旅」の章で頂点に達すると同時に〈別の状態 〉
の破綻が告げ られるはずであったとする見解である。前者の見解を代表するE.
Kaiser/E-Wilkinsが 自説の最 も有力な根拠 として挙げたのは,遺 稿部第47章
の冒頭部におけるDr.47章 か らR.47章 への改変であった。6)兄妹が世間から引き
こもって二人だけの生活に入ることが述べ られる一文で,ほ ぼ同 じ表現が踏襲さ
れている中,一 箇所だけ 「二人は招待を全部ことわって」(Dr-47章)と あると
ころが 「二人は旅に出ることを口実にして」(R.47章)へ と書き改められている
のである。 ここにおいて,初 期の構想 としては確かにあった 「楽園への旅」は最
終的には 「象徴としての旅」のレヴェルに移された,とKaiser/Wilkinsは 考
える。7)Kaiser/Wilkinsに とって 〈別の状態 〉はあくまでも究極的到達点であっ





見解がその主な拠 り所とす る 「楽園への旅」の章はといえば,1920年 代の草案と
いう形で しか残されていない。 いかにそれが作品の根底を成 していると言われて
も]0)又 ムージルの意図 も 「現実の旅」n)へ と兄妹を向かわせる方向にあったと
して も,完 成 したテクス トとして 「楽園への旅」の章が存在 しない以上,そ れが
結局 どのような形で作晶に組み込まれるのであったのかは誰にもわからないので




だが 『特性のない男』における 〈別の状態 〉の位置づけが困難なのは,作 品が
未完であることにのみ因るのではない。創作の過程で残された彩 しいメモの中で
ム―ジルは,あ るときは 「多くのことが,多 くの人々がaZへ と突き進む。だがう
まくいかない。残るのは,認 識す ること,幻 想を排除 して敬度であること,仕 事
をすることのみ」(1859)と 否定的に記すかと思えば,冒 頭で引用 したメモのよ
うに,〈 別の状態 〉の問題こそは 「作家 ローベル ト・ムージルのモーター」であ
ると,そ の重要性を強調 して もいる。 〈別の状態 〉に対するム ―ージル自身の態度
が極めてアンビヴァレントなのである。 これは何故なのか。
以下の小論における私の課題は,考 察の範囲を主として第二巻,そ れ もこの未
完の小説の完成されたと見倣しうる部分である「ある夏の日の息吹き」の章までに
限定す ることによって13)これまで ともすれば観念的に,あ るいは 「楽園への旅」
の章 との関連で論 じられてきた 〈別の状態 〉の問題を,作 品内部の具体的連関な
らびに時代 との関わ りの中で捉え直 し,上 に限定 した作品内におけるその位置づ
けを確認す ることにある。その際私が着目 したのは 〈千年王国 〉の表象である。
『特性のない男』において く別の状態 〉には 〈千年王国 〉という具体像が与えら
れてお り,第 二巻のウル リッヒとアガーテによる 〈別の状態 〉の探究は,第 三部
の標題に示されているように 「千年王国の中へ」(InsTausendj臧rigeReich)
参入 しようとする試みに他な らない。この兄妹の試みに照準を合わせて 〈千年王
国 〉の行方を追い,併 せてテクス トに即 しつつ 〈千年王国 〉の深層 に潜む ものを
解読することによつて,〈 別の状態 〉に対す るムージルのアンビヴァレントな態
度が生 じる理由も見出せるのではないか,と 思 う。
1
『特性のない男』第二巻は帰郷の場面で始まっている(第1章)。 第一巻最終
章で父親の卦報を手にしたウル リッヒは,ヴ ィーンを立ち列車で故郷の町へ と向
かっていた。
その 日の夕方近 く… ★に到着 したウル リッヒが駅か ら出てみると,目 の前
には広 く浅い広場があつた。その広場は両端が街路へとつづいており,ほ とん




出 しであるが,こ こには少なくとも二つの注意をひく事柄がある。一つは到着 し
た町の名が匿名化されていることであり,も う一つはこの町がウル リッヒの 「記
憶」に及ぼす過度に情緒的な作用である。
第一巻では都市の名は 「ヴィーン」であると明示されていた。長年の不在の後
に帰 ってきたという条件が同 じであることを考え併せれば,そ れに対する第二巻
の匿名の町は著 しい対比をなしていると言える。14)加えて,こ の顕著な対比は帰
郷者を迎える町の風景 として も立ち現われてくる。ヴィーンの 「明るい広場の浅












葬儀のために帰省 したのであるらしい主人公が駅前に降り立ち(た だ しベルリン
からの到着であり,死 者が誰なのかもはっきりとはわからない),そ こに拡がる
異様な静けさに注意をひかれ,妹 リリと挨拶の言葉を交す,と いう簡単なスケ ッ
チではあるが,そ れに先立 って次のような記述が見 られる。 「現実の世界か ら抜
け出 し,(…)と りあえずはただ別の世界の中へ,即 ち象徴の世界,広 くふ くら
んだ世界の中へ と入っていく」。韮5)今ウル リッヒの見ている風景がこの 「別の世
界」への参入を暗示するものであるとすれば,し かもそれが又 「象徴の世界」で
もあるな らば,到 着 した町の名が匿名化されているのもその象徴性の故にである
と考えられるか もしれない。16)
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しか し,で は何故,匿 名の町の広場に停むウル リッヒの記憶に 「ほとんど苦痛
にも似た作用」が生じるのか。この過度に情緒的な反応は,幼 年期をすごした町
に帰 ってきたときの感傷とか,Kaiser/Wilkinsが 言 うようなかつてウル リッヒ
の思念の中に出現 した広場(第 一巻第115章)の 「デジャ ・ヴュ」17)と いうので
は説明 しきれないと私は思う。ここで故郷の町の細部に立ち入ってみるな ら,こ
の 「大きな地方都市」は何世紀も前にドイッ人市民層による入植の行なわれた 「ス
ラブの土地」であり,絶 対主義体制の時代には?tatthalterei"即 ちオ―ス トリ
ア帝室領の行政官庁が置かれ,そ れに伴 って諸官庁,大 学,兵 営,裁 判所,司
教座,劇 場等も整備された上,産 業資本家たちの流入によ り重要な工業都市とし
ても発展 している一 そのような,地 方の中心都市 として描かれている。これを
読めば,ム ージル研究者なら誰 しも或る具体的な都市の名を脳裏に思い浮かべる
に違いない。帝室領メー レンの首都であ り,ム ージルにとっては多感な少年時代
(1891―1892年)を すご した故郷であると共 に,知 識欲旺盛な文学青年として
劇場がよいに明け暮れる工科大学生時代(1898-1902年)を 通 して深い影響を受
けた都市であるブ リュンを。そして実際,ブ リュンについての歴史的叙述はテク
ス トにおける匿名の町の描写 とほぼ一致するのみな らず,こ のウル リッヒの故郷
がブリュンであることは作品の中で確認され もする。第10章 で兄妹は 「スウェー
デン要塞」への遠出を企てるのだが,そ のスウェーデン要塞とは,三 十 年 戦争
当時スウェーデン軍のブ リュン包囲に際 して自然の要塞 として利用されたブリュ
ン近郊の丘の別名なのである。18)
しか し匿名の町がブリュンであることを追跡 したのは,何 もモデル捜 しをする
ためではない。第二巻冒頭でウル リッヒが到着 した故郷の町がブ リュンであ り,
しかもそれが匿名化されているという事実は,作 品内部 に埋め込まれた或る興味
深い連関を浮かび上がらせてくれるからである。第一巻が 〈少佐夫人の物語 〉へ
の回帰 という構造を持つこと,〈 少佐夫人の物語 〉の深層 にムージルの生涯を貫
いて創作の源泉であり続けた,作 家にとっての原体験 とも言 うべきヴァレーリエ
体験があることは既に本誌前号で述べた通 りであるが,19)ブ リュンはそのヴァレ
ー リエ体験の故郷であった。ブリュン工科大学の学生であった二十歳の頃,ム ー
ジルはこの地でヴァレー リエという女性を知 り,彼 女 との恋愛体験を通 して世界
との合一という神秘的存在様式を経験 したのだ った。 この関連に加えて,第 一巻
最終章のウル リッヒが忘れられていた 〈少佐夫人の物語 〉を再び見出し,そ れま
での同時代批判者的あり方からの 「転回」を経てヴィーンを旅立ったことを思い
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起 こすとき,第 二巻におけるブリュンへの帰郷 は〈少佐夫人の物語 〉の故郷への
帰還であると考えられるのである。このとき,匿 名の町の広場に立ち風景を見や
るウル リッヒの眼差 しに,も う一つの眼差 しが重ね られていると言うこともでき
るだろう。都市の名を隠 し,そ れによって自らを匿名化しながら,こ こでムージ
ルはウル リッヒの眼を通 して記憶の古層か ら浮上 したヴァレーリエ体験の故郷を
見ているのだ,と 。そしてそう考えて初めて,故 郷の町の広場に仔むウル リッヒ
の 「記憶」に 「ほとんど苦痛 にも似た作用」が生 じ,し かもその記憶が 「既に何
度 も見はしたが再び忘れて しまった風景に固有の記憶」(傍 点筆者)で あると言
われる理由が透視図法的に理解できるように思われる。
ただ し,自 らを消 しつつヴァレーリエ体験の故郷を見るム―ジルは,い たず ら
に過去の追憶を主人公に投影 しているのではない。そこには紛れもな く方法的な
作家の眼も一方で働いている。というのも,過 去の神秘的体験の土地を見る作家
の眼差 しは,主 人公ウル リッヒの眼差 しを貫 くかたちで直接その記憶に 「ほとん
ど苦痛にも似た作用」を及ぼすのであり,こ の作用はウル リッヒが 「忘れて しま
った」何ものかを思い出させ,そ の方向に彼を向かわせる役 目を果た しているか
らである。
では,〈 少佐夫人の物語 〉の故郷に帰還 したウル リッヒはこの地で何を思い出
すのか。第1章 の標題を見よう。そこには 「忘れられていた妹」と記 されている。
ウル リッヒの妹 アガーテについては第一巻第19章 の父親からの手紙でその存在は
知 らされているものの,こ れまで読者にとってアガーテは存在 していないに等 し
い。ウル リッヒにとっても事情は同様であって,彼 はこれまで妹のことを一度 も,
父親の卦報を受け取 ったときにも思い出していない。 しかも二人は共にすごした
幼年期以降,父 親の教育方針に従 って別々に育てられたため,ウ ル リッヒにとっ
てアガーテは今や 「忘れられていた妹」であるだけでなく 「未知の妹」です らあ
る。にもかかわ らず故郷の町に到着 したウル リッヒは妹との再会に思いを巡 らす
のみならず,葬 儀の行なわれるまでの数日が 「世界で最も信頼 に充 ちた二人である
かのように妹 とすごす,無 限に続 く僧房生活」となるように思うのである。この
信頼の予感は,そ して事実,二 人の同質性に支え られて裏切 られない。共に 「ピ
エロの衣装」を着て対面する有名な出会いの場面におけるウル リッヒの驚き(「そ
の ピエロは一 目見て彼 自身とそっくりだった」),そ れに続 くアガーテの言葉(「私
たちが双子だ とは知 らなかったわ」)は,瞬 時にしての互いの同質性の発見であり,
アガーテはウル リッヒによって 「彼自身の夢幻的な再来であ り変異である」(694)
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と認識される。誰に対 しても批判的な距離を保ち,従 って孤独であつた第一巻の
ウル リッヒに,こ うして初めて伴侶が与えられた。 アガーテとは 「特性のない男」
の対を成す一人の 「特性のない女」zo)であり,こ の妹との出会いによって第一巻
か ら第二巻へのウル リッヒの 「転回」は具体的な形を取 り始めるのである。第二
巻に入つてのウル リッヒの変化は,ま ずはアガ―テとの果てしのない対話として
現われるのだが,対 話の主題 そこにおけるウル リッヒの考えの方向性の中にも
明瞭に見て取ることができる。
父親の葬儀を終え,世 間とのつきあいから解放された兄妹は,「 二人家族」 と
題された第8章 でようや く二人だけの親密な時を持つに到 る。そしてこのとき,
密室を思わせる客間での兄妹の対話は 「家族 という概念」へ と向けられるのであ
る。人間には 「私」であることと 「私たち」であることという二つの存在形態が
ある,と ウル リッヒは考える。 「私」であることとは 「自己の独自性 という幻想」
の中に住まうことであり,「 私たち」であることとは 「他者 との結びつき」の中
に生きることである。 「家族という概念」には両者が混在 しており,む しろ 「私
たち」による 「私」の抑圧が見 られるのではあるが,そ れを認めた上でウル リッ
ヒは 「家族 という聖なる感情」を擁護 して次のように述べ る。 「ぼ くはしかし,
その無条件の相互扶助,共 同の闘争,共 同の傷負いが,人 類の太古の時代に根差
した,い や既 に獣の群れの中に刻印されていた原初の心地良 さであると考えるこ
ともできる」 と。 「私」であることと 「私たち」であることとを,そ れぞれ個幻
想であり共同幻想だ として共に撃つことは可能だろう。第一巻のウル リッヒなら
おそらくはそうしたはずだ。しかしここでウル リッヒは 「私たち」の世界,即 ち
近代的自我意識の外皮が溶解 した彼方に開ける共同の世界を透視 しようとするの
であり,そ の失われた起源を人間の原初の状態に求めているのである。 ここに私
たちは既に して奏で られ始めた兄妹愛の序曲を聞 くことができる。何故ならこの
ウル リッヒの言葉は,父 亡きあと彼が妹と一つの家族を形成 しているという意識
に支え られた ものであり,そ の上で口にされる 「共同体への願望」 とは,一 個の
「私」として世界を批判的に対象化する折 りに抜け落ちる愛の要素を,兄 妹とい
う 「二人家族」の共同性の中に再び見出そうとす る願望 に他ならないからである。
第一巻第116章 で語 られた 「力の樹」と 「愛の樹」の比喩を借 りて言えば,こ こに
見 られるのは 「力の樹」か ら 「愛の樹」への転回であると言えよう。ウル リッヒ





を発 した原初の状態をめ ぐる兄妹の対話は,こ うして自ずと,世 界との直接的な
ふれあいを語る神秘主義の言説へと向かうこととなる。
マルティン・ブ―バー編集 による 『胱惚の告白集」(1909年)か らの直接およ
び間接の引用が随所に埋め込まれた 「聖なる対話」の二章(第11/12章)でz>〉,
二人は実際に神秘家の書物を手に取 り,そ の証言を検討してみせる。神秘家たち
が語っているのは 「ある盗れ出る輝きについて」,「 ある無限の拡が り,無 限の
光の濾りについて」であり,あ るいは又 「事物の没落について」,「 沈黙 と化す
ことについて」,「 盲目の中で明晰に見ることについて」であるが,ウ ル リッヒ
は彼 らの言葉に満足できない。何故なら神秘家たちの証言 は,彼 らが自らの霊的
な力と神の存在を 「その間か ら奇跡が出現する二本の門柱のように」無前提的に
信 じているために,「 途方もない発見」であることをすぐにしてやめ,教 会から
出される報告にも似た 「いささか単調な比喩」へ と零落 して しまうからである。
例えばある聖者の次のような言葉。 「私は我が能力のすべてを越えて闇の力へと
到った。そこで私は音な しに聞き,光 なしに見た。我が心には底なく,我 が精神
には形なく,我 が本性は虚ろなるものとなった」。ここで聖者が自らの神秘的体







う道を通 って聖なる次元へ と到 るしかない。それをウルリッヒは次のような言葉
で表現す る。 「ぼくは聖なる生の道について学んでいる」のだが,そ れは 「この
道はもしか して自動車で行 くこともできるのではないか」 と問いながらなのだ,
と。この一見颯爽たる聖なる ドライブが,し か し 「可能なことの限界への旅」で
あることは言 うを侯たない。神秘主義の伝統と快を分かち,絶 対者 との合一を断
念 した上で為される聖なる世界への超越とは,い かにして可能 となるのか。
「聖なる対話」の章 を読む限 りでは,そ れはさしあたって想起によってである。
ここで兄妹は過去 に自分たちが体験 した 〈別の状態 〉について倦むことな く語り
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合う。 「世界の裏返 し,そ の至福にして滑稽な折 り返 し」について,「 外部と内
部の境界が弛み,消 滅 してしまうという不思議な感覚」について,「 容認と献身
と友愛と無私か ら成 り立つ世界」について…も そのような体験が想起 され,対 話
の中で互いに重なり合い,一 つの渦を形作 っていくうちに,二 人の間には次第に
或る確信が生まれて くる。 「ある第二の異常な状態」が存在 しており,それは 「人
間に可能であり,か つ諸宗教よりも根源的な状態なのだ」 という確信である。こ
れは神を想定せず とも聖なる世界への超越,つ まり世界 との根源的ふれあいは可
能だとする信念の表明であるが,「 第二の状態」 という言葉から,あ るいは人は
問 うかもしれない。それは第一巻でウル リッヒの苛烈な批判が向けられた,ア ル





る。それに対し,ウ ル リッヒがここで言 う 「第二の状態」とは,現 在は可能性の
中に埋没 してはいるが,現 実の只中に,永 遠の相のもとにうち立て られ るべき願
望像である。そこに到るのが 「可能なことの限界への旅」,限 りなく 「不可能な
こと」に近いことであっても,兄 妹はその実現の可能なことを信 じるのである。
対話の果てに一つのヴィジョンが生まれる。 「諸宗教よりも根源的な状態」す
なわち 〈別の状態 〉の具体像 としての 〈千年王国 〉のヴィジョンである(第15章)。
小川のよ うに或る目標に向かって流れていくのではなく,海 のように或 る状態
を形作っている愛については,も う充分話 し合ってきた!(…)こ の海は静
まりかえ った閑寂の地で,永 久に続 く結晶のように純粋な出来事によって充た
されている。かつて人々はそのような生をこの地上に思い描こうとした。それ
がぼ くら自身に模 して形作られていなが ら,ぼ くらの知っているような国では
ない,千 年王国なのだ!ぼ くらはそのように生きよう!ぼ くらは一切の我
欲を捨て る。財産も,認 識も,恋 人も,友 人も,主 義 も,自 分自身をも蓄えな
い。そうするとぼ くらの感覚は開かれ,人 間と動物に向か って解き放たれるだ




ウル リッヒの語るこの く千年王国 〉の構造をパ ラフレーズ してみよう。まず 「小
川」ではな く 「海」の表象が用 いられているのは,〈 千年王国 〉を支配する原理
が方向を持った運動ではなく,静 止 した 「状態」だからである。ムージルにあっ
て 「状態」(Zustand)と いう言葉 は通常,全 体性を開示す る静的な充溢の場を
意味するが,こ こでも例外ではない。反復 される静止 した 「海」のイメージは,
それが隔絶された場であることによって更に強調される(「 この海は静まりかえ
った閑寂の地で」)。 静止 と隔絶の空間の内実を成すのは,純 粋な生起とその永
続性である(「 永久に続 く結晶のように純粋な出来事によって充たされている」)。
それは既存の世界にはない,未 来に向けて投企された王国ではあるが(「 ぼ くら
の知 っているような国ではない」),あ くまで地上的な王国である(「 そのよう
な生 をこの地上に思い描 こうとした」)。 〈千年王国 〉の中では所有欲はすべて
解体され(「 財産 も,認 識 も,恋 人も,友 人も,主 義 も,自 分自身をも蓄えない」),
その結果,自 己と世界を隔てる境界が消滅 し(「 ぼくらの感覚は開かれ,人 間と
動物に向か って解き放たれる」),つ いには世界との合一が果たされる(「 ただ
世界全体に編み込まれてのみ生きていける」)。
千年王国 とは,言 うまでもな くキリス ト再臨の後,最 後の審判までの一千年間
イエスと殉教者たちによって統治されるという 「ヨハネの黙示録」第20章 に語ら
れた地上の王国の名称である。当初文字通りに解されていたこの黙示録の預言は,
キ リス ト教会の制度化 と共に,地 上に現出する共同体という本来の意味を次第 に
喪失 し,信 者の心の中に生 じる現象であるとする内面化の方向へ読み換え られて
いくが,五 世紀の初頭,千 年王国は教会の中で既にそして完全に実現 されている
とする聖アウグスティヌスの解釈が正統的教理となって後 も,千 年王国を地上に




れば,「 共同体的」,「 現世的」,「 緊迫的」,「 絶対的」,「 奇跡的」であるこ
とを公分母 とす る救世観を持 っていたという。23)今ウル リッヒによって呈示され
た く千年王国 〉は,無 論そういった宗教的社会運動 との直接的関係は持たないに
しても,上 に分析 したその基本的構造に見られる絶対的でありながら地上的な共
同体の性格は,こ の歴史的背景 と呼応 していると言えよう。
さて,こ の 〈千年王国 〉こそは兄妹の愛の行手に到達目標 として大きく掲げ ら
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れたユー トピア像であるが,そ れは突然ここで生まれたのではない。それが 「聖
なる対話」の果てに出現 したヴィジョンであること,「 聖なる対話」とは過去に
おける 〈別の状態 〉の体験を想起する場であることは既に述べたが,〈 千年王国〉
の中核を成す静止 した海の表象に注目す るなら,こ れと同様のイメージが第一巻
のウル リッヒによって語 られていたことが思い起こされる。第一巻第113章,ハ
ンス ・ゼップとゲルダ ・フィッシェルとの会話の中でウル リッヒは,「 人間の感
じる最高の昂揚」について 「それは本来,水 たまりのようdZ,何 も変化すること
のない静止 した状態である」と語 っていた。そ して,こ の発言を導 く会話の発端
に位置 していたのは,あ の 〈少佐夫人の物語 〉なのである。
と言えば,『 特性のない男』第一巻の読者な ら,直 ちに 〈千年王国 〉と 〈少佐
夫人の物語 〉の相似関係に気づ くだろう。先ほど 〈千年王国 〉の構造をパ ラフレ
ーズ した際の基本的構成要素を要約 して,海 の表象 ・静止 ・隔絶 ・純粋 ・永遠 ・
地上性 ・非所有 ・境界の消滅 ・世界との合一 として捉え直す とき,〈 少佐夫人の
物語 〉におけるウル リッヒの神秘の体験は,こ の要素をことごとく兼ね備えてい
るのである(第 一巻第32章)。 ⑳ まずそれは周囲を海に囲まれ,外 部世界から閉
ざされた孤島での体験であった(海 の表象 隔絶)。 風景の中へ沈み込んだウル
リッヒが遭遇するのは 「世界が彼の目を踏み越えていく」という経験である(境
界の消滅)。 「世界の心臓部」に到達 したウル リッヒ(世 界との合一)に 開示さ
れるのは,「 内部感情が空間もなぐ存在を結びつけ」るという明晰な状態であり
(純 粋),無 限の円環を描 く 「噴水」に象徴 される持続的生起の現象である(永
続)。 それは又 「比較 しようもない穏やかさ,柔 か さ,静 けさ」の体験でありな
がら(静 止),紛 れもなく現実に生 じたものだ った(地 上性)。 更に,ウ ル リッ
ヒはこの島か ら少佐夫人に宛てて一通の手紙を書 くのだが,そ こに記 されたのは
愛における 「所有 と我がものであれという願望」の拒否なのである(非 所有)。
このような両者の緊密な対応関係は,だ が果たして単なる相似 と言って済ませ
られるだろうか。これまでの見解を振り返るならば,〈 少佐夫人の物語 〉は く別
の状態 〉一 〈千年王国 〉はその具体像である― のせいぜい 「前形態」25)も
しくは 「最初の体験」%)と 見倣 されることが多い。確かに〈千年王国 〉について
後に再び考察を加えたウル リッヒは,そ の予兆の中での存在 を確信 し「それは 『少
佐夫人の物語」として始まったことだった」(874)と 思 う。その意味で 〈少佐
夫人の物語 〉が く別の状態 〉の 「最初の体験」であり 「前形態」であるとい うの
は間違いではない。 しか し遺稿部の或る草稿の中では,次 のような兄妹の対話が
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記されてもいる。いつまでも行動に移らず,行 動の可能性を慎重に分析するだけの
兄に苛立ち,何 故まず手を差 し伸べないのか,と アガーテが言 う。ウル リッヒはそ
れに 「きみは 『少佐夫人の物語』を覚えているか」,Tあ の物語のように終わ らせ
てはならないのだ」(1274)と 答えるのである。ここには,〈 千年王国 〉に到ろう
とする兄妹の,少 なくともウル リッヒにとってのユ― トピアの原像が くっき りとあ





るユー トピア類型に触れて,「 ユー トピアは古代か ら近代に至 るまで一貫 して非
常 に類型的なものであり,未 来を望むものではなく,む しろ古代世界都市への復
帰幻想である」 と述べている。⑳ この断定の正否を問う準備は今の私にはないﾟ;
少な くとも或 る新 しいものの造形に際 しては,既 に存在しているものが規範ある
いは源泉として何 らかの形で関与 していると言うことはできるだろう。 『特性の








はない一 規 この地上の彼方に2剛 。この宗教的体験が 〈少佐夫人の物語 〉の
深層 に潜んでおり,更 にその 〈少佐夫人の物語 〉が 〈千年王国 〉の原像 となって
いることを再度確認するなら,こ こで言われる 「地上の彼方にある国ではない一
― が,こ の地上の彼方に」ある国(dasReichnichtjenseitsderErde‐aber
jenseitsdieserErde)は,神 秘的かつ地上的な 〈千年王国 〉(dasTausendj臧rige
Reich)の 祖型であると考えていいだろう。本章のはじめに私は,第 二巻におけ
るウル リッヒの帰郷は 〈少佐夫人の物語 〉の故郷への帰還であり,そ の冒頭の場
面にはヴァレー リエ体験を透視するムージルの眼差しが読み取れると述べたが,
若き 日のこの神秘の体験がこうして く少佐夫人の物語 〉を貫いて 〈千年王国 〉の
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基層にまでその影響を及ぼ しているのを見るとき,第 二巻でのウル リッヒの帰郷
は 〈少佐夫人の物語 〉の復原としての〈千年王国 〉への旅をアガーテと共 に行なわ
せるためのものであり,そ こにはかつてムージルの抱いたヴァレー リエ体験への
復帰願望がテクス トの深層で介在 していると考え られ るのである。
ではいかにしてム―ジルは,兄 妹を 〈千年王国 〉に到 らせようとするのか。想
起の力は過去に存在 したユー トピアの姿を浮かび上が らせ,方 向づけを与えては
くれる。 しかし既に見たように,そ れが神を排除 した聖なる世界への超越である
限 り,超 越への最後の飛躍を可能にす る仕掛けが必要なはずである。
U.Karthausは この間いを前にして不可能を宣告する。何故な ら,超 越 とは信
仰 という媒介があって初めて可能なのであ り,ウ ル リッヒの主張する自動車によ
る 「聖なる道」の走行は,そ の 「ガソ リン」29)をどこか らも補給できないからで
ある。だが果たしてそうだろうか。Karthausの ように 「ウル リッヒの神学」30)に
のみ照準を合わせ,ウ ル リッヒと神秘家の存立基盤を比較考察すれば,あ るいは
不可能 という結論が導き出せるか もしれない。 しか しここでKarthausが 見落して
いるのは,〈 千年王国 〉への旅はウルリッヒー人が行なうのではなくアガーテと共
に為されるということ,換 言すれば く千年王国 〉は二人の兄妹愛の到達 目標 とし
て設定されているという事実である。〈千年王国 〉という言葉自体が本来的に 「共
同体的」(ノ ーマン・コーン)あ り方を志向す るだけでなく,「 アガーテとウル
リッヒの関係の進展はほとんどaZの 説明に等 しい」(1831)と 遺稿部の或る創作
メモでムージルも言うように,〈 別の状態 〉の探究 と兄妹愛の実現への過程は不
可分の関係にあるのだ。視点を換えるなら,Karthausの 言う不可能を可能に転 じ
させるためにこそアガ―テが呼び出されたのだと言えるだろう。 〈千年王国 〉と
は,兄 妹愛の成就という神話的根源像の もとに顕現するユー トピアなのである。
∬
ユー トピアについての百科全書とも言 うべき大著 『希望の原理」の中で,エ ル
ンス ト・プロッホは 「婚姻の二つの神話的ユー トピア」像を提出している。一つ
は 「キ リス トの聖体」(CorpusChristi)の 模像としての超地上的ユートピアであ
り,他 の一つは 「高貴な一対」(HohesPaar)と いうカテゴ リーに見 られる貴族
的かつ異教的な地上的ユー トピァである。 「キ リス トの聖体」の模像としての婚
姻とは,周 知の如く教会 によって制度化された結婚の秘蹟を意味す るが,そ のキ
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リス ト教会から認め られなかつたにもかかわらず,古 代から一貫 して婚姻の最 も
本来的な願望像であり続けたのが プロッホの言 う 「高貴な一対」であつた。 「高
貫な一対」 とは 「根源的に男性的なもの」 と 「根源的に女性的なもの」 との結合
の象徴であり,こ の象徴は例えば ソロモンとシバの女王,ア ントニウスとクレオ
パ トラといった地上における理想的男女の結合像の中に読み取 られたが,そ の際
男性像の背後には太陽の神,女 性像の背後には月もしくは地球の女神の存在が想
定されていた。この男女の神々が結びつくことによって世界に祝福が与えられる
という 「古い星辰神話の背景」か ら生み出された 「高貴な一対」のカテゴリーは,
後代に到って も婚姻の願望像の中に継承され,こ の神話的な力を背景 とす る二人
の人間の性的な合一によって,「 高貴な一対」は現実の天空には同時に現われえ
ぬ月 と太陽を,同 時にしかも並置 して出現 させる力す ら持つ と考えられたのであ
る。3Dこ のような神話的合一像の光輪が 『特性のない男』の ウルリッヒとアガ―
テをも取 り巻いている。 「きみは月だ司(1084)と いうウル リッヒの言葉はア
ガーテの背後に月の女神 イシスを浮かび上が らせ,32)「 非凡なこと,別 のことを
体験す るために選ばれている」(728)と いう意識を持つアガーテに 「双子」であ
ると認知されたウル リッヒは,こ のとき既にしてオシリスである。イシスとオシ
リスを演 じる兄妹愛― それは月と太陽を同時に出現させ るための,不 可能を可能
にするために賦与された神話的意匠なのである。
この神話的合一像は時を置いた兄妹の対話の中でより明確な形を与えられる。
〈千年王国 〉の黙約を交 した後,一 人ヴィーンに帰 ったウル リッヒを追 ってアガ
ーテがやって来る。その再会の日の夜,ア ガーテはプラトンの両性具有神話へ と
兄を誘うのである(第25章)。 神々の怒りをかい,二 つに分断された 「月の子孫」33)
が互いの半身を求めて地上をさまよい続ける一 プラトンの 『饗宴』においてア
リス トパネスによって語 られるこの神話を持ち出し,兄 妹という存在はその合体
への道のりを既に半ば進んで しまっているとアガーテが言 うとき,そ の意図は明
らかであろう。ためらいつつ も同意 したウル リッヒは次のように言 う。
二つに分かたれた人間の神話 と共に,ぼ くらはピュグマ リオンや,ヘ ルマフロ
ディー トスや,イ シスとオ シリスのことを思い出すこともできる。それは形 こ
そ違うが皆おなじものなのだ。 このような異性の ドッペルゲンガー願望は太古
から存在する。(…)肉 体世界の制約とは無縁に,二 つの同じでありながら異
なる姿として出会 う愛の流動体 に関する夢は,孤 独な錬金術の中で,繰 り返 し
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何度も人間の頭脳のレ トル トか ら立ちのぼったのだった ―コ(905)
ここでウル リッヒは兄妹愛の向か うべき方向をプラ トンの神話に限定せず,よ り
広い両性具有神話との関連の中で位置づけよ うとしているが,そ の際持ち出され
る 「錬金術」 という言葉に着目したW.Fuldは,『 特性のない男』における兄妹
愛の両性具有志向の源泉はプ ラトンではな く,ロ マン派の哲学者 フランツ ・フォ
ン ・バーダーであると主張 している。この小説の兄妹愛 のあり方にとって重要な
問題を含んでいるので,そ の概要を紹介 しておきたい。
原人間アダムは両性具有であるという,カ バ ラの創世記解釈にまで遡 りうる
考えを錬金術から継承 し,ア ダムの堕罪についての思索を深 めたのはヤー コプ・
ベーメであつた。神の似姿を持ち,完 全な調和のうちに生きていたアダムの堕罪
とは,ベ ーメによれば 「鏡の中に自己を認 め,自 己を知 ること」に始まる。そ
れによって自己の存在に目覚めたアダムは,神 との一致を失い,自 らの肉体 とエ
ヴァを得た代わりに両性具有者であることか ら追放 されたのである。34)このべ―





第二の堕罪を経て新たな存在 となったとき,愛 は真実 となり両性具有が回復され
る-そ う考えるバーダーは芸術家の使命はとりわけ重要であると言 う。何故な
ら,「 この再生の過程もしくは愛の宗教」をあます ところなく描 くことが芸術家
の使命であ り,そ れによって芸術家は 「楽園を再び獲得することは可能であると
いう希望を我々の内に甦 らせること」ができるか らである。そしてFuldは,ム










このようなFuldの 考えは,プ ラトンの神話にのみ還元されがちであった 『特性
のない男』における両性具有の問題を,よ り広い精神史的連関の中で捉え直 した
点で重要であり,ま た中世における千年王国運動の一端を担 った自由心霊派の,
「堕罪以前 に存在 していた無垢の状態」に戻ることを主張するアダム崇拝と照 ら




ィー トスとは峻別 されるべきより高次の概念であり,ど こまでも地上的存在で し
かないヘルマ フロディー トスはアンドロギュノスの 「カリカチュア」39)にすぎな
い。 ところがムージルの場合,「 ピエロの衣装」を着たアガーテにウル リッヒが
「ヘルマフロディー トス的なもの」を感 じ取る出会いの場面(第2章)以 来,両
性具有に関 しては作品の中で一貫 して 「ヘルマフロディー トス」という言葉を使
っている。それが恣意的な言葉の選択によるのではなく,兄 妹愛における両性具
有願望の基本的な形 に基づいた語の使用であることは,先 の引用に続 く兄妹の対
話がその最後に提出する両性具有の具体像において明白に示されている。という
のも,プ ラ トンの神話に端を発 し,二 人が兄妹であ り双子であることを確認 し合
うウル リッヒとアガーテが到り着 くのは,自 分たちが 「シャム双生児」に他な ら
ないという認識だか らである。生物学的な事実としては双子ですらない兄妹がこ
こで呼び出 した 「シャム双生児」という奇態な願望像が,そ の二体の癒着合体 し
た姿からして,ヘ ルマフロディー トスの一種であることは即座に見て取れよう。
そしてFuldの 言 うよ うに,ム ージルが始原におけるアダムの両性具有およびそ
の堕罪という考えをバーダーか ら汲んでいるな ら,そ れを踏まえて呈示される 「シ
ャム双生児」の概念は,バ ーダーの説 く神性のアンドロギ3ノ スの回復に抗 して,
あくまでヘルマフロディー トス的,地 上的な存在に踏みとどまろうとする兄妹愛
の性質と分かち難 く結びついているように思われる。とすれば,こ こでムージル




のは何なのかという問題 と密接に関係 して くるが,こ の問題についてテクス トで
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は次のように述べ られている(第22章)。 〈千年王国 〉の予感
それは 「少佐夫人の物語」として始まったことだった。その後の経験は重要な
ものではなく,い つも同じことの繰り返 しにすぎなかった。手短かに言えば,
ウル リッヒが 「堕罪」と 「原罪」の存在を信 じているとい うことと大差 はなか
ったのである。即ち,か つて人間の行為の中に,ほ ぼ恋する男が醒めるのにも
似た根源的な変化が起こったのだと仮定すればよかったであろう。(…)も し
かすると,精 神のこの変化をひき起こし,人 類を原初の状態から追放 したのは,
本当に 「認識」のりんごだったのかもしれない。そ して人類は,数 えきれない
ほどの経験を経て,罪 によって賢 くなった後で,再 び原初の状態への帰路を見
出すのかもしれなかった。(874)
ここでウル リッヒは個人的な体験 としての 「少佐夫人の物語」と 「堕罪」以前の
アダムの楽園を二重写 しに見ている。 「少佐夫人の物語」からの離脱が彼にとっ
ての 「堕罪」であるとき,「 少佐夫人の物語」の神秘の体験は人類の回帰すべき
楽園としての 「原初の状態」と重なり合 う。ウル リッヒとアガーテが回復を試み
るのは,そ のような人類の始原の楽園に重ね合わされた 「少佐夫人の物語」なの
である。
ただ しか し,こ の重ね合わせはあくまでも 「手短かに言えば」という留保のも
とで,言 い換えれば比喩として語られているのであつて,両 者が完全に同一視 さ
れているわけではない。そもそも〈千年王国 〉のヴィジョン自体が,そ の名称に
もかかわらずキ リス ト教的伝統 とは一線を画 した 「諸宗教よりも根源的な状態」
のユ― トピアとして生み出されたものであ り,〈 千年王国 〉に到ろうとす る兄妹
の試みは神=絶 対者という観念の排除を前提 としていたことを思い起こせば,こ
こで言われる 「原初の状態」は直接アダムの楽園を指 し示すのではなく,よ り広
汎な神話的始原世界を意味 していると考え られる。 ウル リッヒとアガーテの目指
す 〈千年王国 〉がこのような神話的始原世界への回帰 という方向性を持ち,し か
もそこには同時にあ くまで地上的な〈少佐夫人の物語 〉が回復されるべき根源体
験 として重ねられているとき,兄 妹の志向す る両性具有 は,バ ―ダーの説 く神性
のアンドロギュノスではなく,や はりどうしてもヘルマフロディー トスの形を取
らねばならなかったのではないだろうか。 「シャム双生児」なる二人の自己規定
は,〈 少佐夫人の物語 〉という個人的根源像を始原世界への回帰 という両性具有
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神話 に接続す るための仕掛 けであ り,こ の仕掛けによ つて初 めて,兄 妹の く千年
王国 〉への旅 は可 能 となるのであ る。
だが,そ れが いか に個人 的復 帰願望 に支え られているにせ よ,神 話世 界への回
帰 という方向性 を持つ以上,こ の旅 は同時代の非合理主義的思 潮に通 じる回路を
内包 して はいないだ ろうか 。G,M?lerが 指摘す るよ うに,神 話へ の回帰,そ れ
によ って得 られ るユ ― トピアは 「世紀転 換期の表徴」であ り,以 来 この表徴 は様
様 な思想上の差異 を併せ持 ちなが らもC.G.ユ ング,ル ドル フ ・シュタイナ ー,オ
ス ヴァル ト・シュペ ング ラー らの考え に刻印 されて いた し40)そ の世紀転換 期に
ルー トヴィ ヒ ・ク ラーゲ ス,ア ル フ レー ト・シューラー,カ ール ・ヴ ォル フスケ
ール らミュ ンヘ ン宇宙論 サー クル によって再 発見 されたバ ッハ オー フェンの神話
学は,1920年 代 に到 って 「母 権制 ルネサ ンス」 と呼ばれるほ どの広 汎な影響を ド
イッ語文化圏 に与 えて いた。41)勿 論 このバ ッハオ ーフェンの母権論 は,エ ンゲル
スを は じめ とす るマルクス主義者 たちによ って評価 された ことか らもわか るよ う
に,42)そ れ 自身非 合理主義 とい うわけではない。だが再発見 以後のバ ッハオ ーフ
ェ ンをそ の受容史 の面 か ら見 るな ら,母 権制を二十世紀の技 術文明に対 置 し,反
理性,反 進歩等 の スローガ ンと共 に神話の古層への回帰を説 く宇宙論サー クルの
「反 エホバ主義 」43)は,明 らか に非合理主義の思潮の中に位 置づけ られ るもので
ある。 自 らもバ ッハ オー フェ ンに深 い関心を寄せて いたベ ンヤ ミンは,1934年 か
ら35年 にか けて書かれ たエ ッセ イ 「ヨハ ン ・ヤ ーコプ ・バ ッハ オー フェン」の中
で次 のよ うに述べて いる。 「エ ンゲルスが既 に予感 していたバ ッハオ ーフェン理
論の神秘主義 的帰 結 は,こ こ数年 の うちにその頂点 に達 した。 この理論の最近の
受容史 には,今 日 ドイッ ・フ ァシズムの理論の一部を形成 してい るあの秘教の中
枢部が含 まれ てい る,と 言 って も過言で はあるまい」。44)
『特性 のない男』第二巻 は1932年,こ の ような時代のコ ンテクス トの中で発表
され た。 この とき主人公 の兄妹 によ って歩 まれ る く千年王 国 〉への道は,神 話世
界へ の回帰 とい う同時代 の思想潮流 に樟 さす ものと受 け取 られ る可能性を初めか
ら持 って いたであ ろ う。 そ して事実,第 二巻発表後 もっとも早い時期にその書評
を書 いた一人 であ るB―Guilleminの 伝えるところによれば,ル ポル タージュ作家
エゴ ン ・エル ヴィ ン ・キ ッシュはGuilleminが1932年12月20日 付の 『ベル リーナ
ー ・タ―ゲ ブラ ッ ト』紙上 で 『特性 のない男』第二巻に肯定 的な発言 を した こと
を非難 して,こ の小説 を 「極 めて反革命的」 とのの しった とい う。45)キ ッシュの
この言葉が1933年 の 「ヒ トラーの権力掌握の直前」 に吐か れた ことに留意 す ると
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き,小 説の第三部が 「千年王国の中へ」 という標題を掲 げたことの持つ同時代に
とっての意味も併せて考えねばならないだろう。ナチスの掲げた 「第三帝国」(das
DritteReich)な る標語は,周 知のように1923年,自 らの著書の標題 にこの言葉
を用いたアル トゥール ・メラー=ヴ ァンeデ ンeブ ルックをその直接の生みの親 と
しているが,こ の言葉は政治史的には神聖 ローマ帝国 とホ―エンツォレル ン家の第
二帝国に続く第三の帝国を意味するものの,そ の背後にはフロリスのヨアキム(1145
～1202年)が 説いた歴史の三段階説の影響の跡が見 られる。 ヨアキムによれば,歴
史は三つの連続する時代の上昇過程 として捉えることができる。第一の時代 は「父」
すなわち律法の時代であり,第 二の時代は 「子」すなわち福音の時代である。第
三の時代は 「聖霊」の時代 と呼ばれるが,こ れは第一の時代が恐怖 と隷属の時代,




るが,「 第三帝国」という言葉はこの 「第三の最 も栄光 に充ちた治世という幻想」
を受け継ぎ,47)あ るいはむしろ利用するのである。 この ときナチスの唱える 「第
三帝国」は即 ち,エ ル ンス ト・プロッホが1937年 『インターナツィオナーレ・リテ
ラ トゥーア』誌に発表 した論文 「第三帝国の原史に寄せて」において的確に指摘








る最大の ドイッ詩人」と称讃 したのも同 じキッシュなのである。49)そのことを
Guilleminに 指摘されたキッシュは当惑 して沈黙 した とのことであるが,こ こに
私たちは 『特性のない男」の第一巻と第二巻の間にある落差に戸惑 う同時代の読
者を,そ の典型的な姿で見ることができる。 しか し又,こ の戸惑いは現代の読者
である私たちをも捉える。というのも第一巻におけるウル リッヒは,「 神話,単
純への回帰,魂 の国」について語るアル ンハイム(第106章),魂 の欠如態として
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の 「文明」を嫌悪するディオティーマ(第24章),資 本主義の時代の 「機械的思
考様式」を拒否 し 「すべてを抱擁する愛と共同体」を志向するハ ンス ・ゼップ
(102章)等,「 平行運動」の内外で反物質文明,反 理性,反 進歩を標榜する非
合理主義者たちの言動を,「 粗野な形而上学的欲求」に基づ く 「神秘主義的な考
え」であるとして(第113章),繰 り返 し批判 しており,こ の批判は又,こ れらの
人物の造形に際 してムージルのとった 「モンタージュ技法」,即 ち個々の非合理
主義的人物の言説を例えばヴァルター ・ラーテナウ,モ リス ・メ―テルランク,




近す る(第1-12章)。 「聖なる対話」の果てに生まれた 〈千年王国 〉のヴィジ
ョンは,本 章で既に見た通 り,兄 妹二人から成る神話的な愛の共同体であり,こ
の 〈千年王国 〉へ参入 しようという黙約を交した後ひとりヴィーンに帰ったウル
リッヒは,留 守の間に 「行動のスローガン」(ParolederTat)を 打ち出してい
た平行運動 に背を向け,こ れから始まるアガーテとの共同生活によって 「彼のr休
暇生活』の試みは終わりを告げるに違いない」と思 う(第13-15章)。 そして第
24章 以降,実 際にアガーテがヴィーンにやって来てからの二人は 「時間のかかる
社交上の義務」(929),即 ち平行運動との関わりを余儀な くされながらも,そ の




こうしてウル リッヒは一切の政治的事柄から退却 し,第38章 に到 って最終的に
平行運動からの離脱を宣言するのだが,第 一巻から第二巻にかけてのウル リッヒの
このような変化,そ れに伴 う 『特性のない男』の表面上の脱政治化,〈千年王国〉
に収敏されていく神話化への道は,第 一巻に拍手を送った読者の眼にムージルの
裏切 り,思 想上の転向と映ったとしても不思議ではない。 しかし第一巻 と第二巻
公刊の時間的隔たりはわずか二年である。1930年 か ら32年にかけての ドイッ ・オ
―ス トリアの精神状況がかつてない変動を経験 していたにせよ,第 一巻で見せた
ムージルの強靱な批判精神がこの間に変節 したとは,彼 の個人的精神状況 と照 ら
し合わせて も考え難い。先に述べたキッシ3の 「極めて反革命的」 という第二巻
一33一
に対する非難をGuilleminか ら伝え聞いたムージルは,日 記 に次のように記 して







たのではなく,経 済上の理由な らびに第二巻の刊行 を急 ぐローヴォル ト社 との折
り合いをつけるために二分冊とされたうちの第一分冊 として出されたという事情
である。従 ってこの第二巻には第38章 まで しか収め られてお らず,〈 千年王国 〉
へ と歩む兄妹の試みがどのような経緯を辿 るのかも明らかではない。それを知 る
ためには第二分冊の刊行を待たねばな らなかったが,予 定 された第二分冊は結局
完成されないまま作者の死を迎えることになる。 しか し私たちのもとには 「ある
夏の日の息吹き」と題されたR-52章 までの諸章が遺稿部として,第 一分冊の後を
継 ぐ形で残されている。 『特性のない男』第二巻は果たして 「反革命的」な小説
だったのかどうか,次 章ではこの間題を遺稿部に即 して検討 したい。
皿
〈千年王国 〉のヴィジョンを目標として前方 に大きく掲げたウル リッヒとアガ
ーテが合一の時に向けて歩み出すのは,「 一連の不思議な体験のはじまり」と題
された章に入 ってか らのことである(Dr.45章)。 兄妹が夜会に出かけるための
着更えをしている場面,絹 の靴下をはこうとして身を屈めたアガーテのうなじに
「三本の矢」のよ うな筋が刻まれ る。このアガーテの姿は 「瞬間的に拡がった
静けさから生まれた絵」 としてウル リッヒの身体 に突きささり,彼 を思いもかけ





この 「すべての筋肉を動かせ る,無 邪気な,初 めはいささか粗野ですらあった戯
れ」 としての ジャンプは,し か し同時に二人の 「四肢を限りなくやさしく麻痺さ
せ」,待 ち望んで いた合一へ と兄妹を導 く。出会いの日々の中で口にされた 「共
同体への願望」(第8章)は,こ うして 「一枚の絵にこめられた驚くべき情熱」
の行為によつて叶え られ,二 人は今 「共同の状態」の只中へ と入り込んだのであ
る。それは初め 「不可能なこと」と呼ばれていた。不可能を可能にしたこの出来
事が前章で述べた神話的背景か らその力を汲んでいることは,「 きみは月まで飛
んでいき,そ こか ら又ぼくのもとに贈 られてきたのだ― 」というこのときのウル
リッヒの言葉に端的に示されている。すべては 「月夜の出来事」として起 こった
のだ った。プラ トンの両性具有者は 「月の子孫」であり,月 はイシスのシンボル
でもある。52)
この 「月夜の出来事」は翌 日,白 日の庭へと移される(Dr.46章 「白昼の月光」)。
H。Brosthausも 言 うように,こ こでムージルは移ろい易い月夜の現実を明るい太
陽の光のもとに引き出し,成 立 したばかりの 「まだ影のような合一」(1083)が
神話的月光の磁場を排除 してもなお成立可能かどうか,検 討に付すのである。53)
そ してこの日,ウ ルリッヒとアガーテがいつものように寝椅子を庭に持ち出したと
き,夏 の草木に囲 まれた花ざかりの庭は 「魔法にかけられた庭」として立ち現わ
れる。樹々や小道など現実の事物はもとのままでありながら,庭 のすべては兄妹
を結ぶ 「線」を 「軸」 として目に見えぬ変容をとげているのである。変容 してい
るのは空間だけで はない。時間も又 「死と隣り合わせの不気味な関係」を保ちつ
つ,あ るいは静止するかに見えながら流れてい く。このような 「空間 ―時間感覚」
の変容が 〈別の状態 〉の根本体験であるなら,54)こ こで既に兄妹は 〈千年王国 〉
の圏内に一歩足を踏み入れていると言える。この変容の過程が完成 し,今 はまだ
途切れなが らもかすかに流れている時間が停止するとき,〈 別の状態 〉の持続態
としてのく千年王国 〉が出現するのである。55)
そ してそれは,『 特性のない男』の中で完成されたテクス トとして私たちが読
みうる最後の章である 「ある夏の 日の息吹き」の章において実現す る(K・52章)。
その冒頭部を長 さを厭わず引用 してみたい。
太陽はその間に高 く昇 っていた。浜辺に打ち上げ られたボー トのように,寝 椅
子を家のわきの陰地に置き去 りにして,二 人は夏の日の底に広がる庭の芝生に
横たわっていた。そうや って彼 らは,も うかなりの時をすごしていた。周囲の
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ものは移 り変わっていたにもかかわ らず,そ れが変化として意識されることは
なか った。だがそれは会話が停止 しているためで もなかった。二人の会話は途





た樹々や灌木は,あ るいはかたわ らにfデみ,あ るいは背景に退いていたが,そ
れはさながら,祭 りの衣装に身をつつみ,驚 嘆 しつつ魅了されて,こ の葬列,
この自然の祝祭を呆然と眺めている観客 のようであった。春 と秋,自 然の言
葉と自然の沈黙,あ るいはまた生の魅惑 と死の魅惑が,こ の絵の中で溶け合わ
されていた。心臓は止まり,胸 か らえぐり取 られ,空 中を進み行 く沈黙の葬列
に加わるかのように思われた。(1232)
花吹雪の葬列が音もな く進み行 くこの庭で,す べてのものが隅々まであまね く清
澄な光に充たされていることがわかる。季節の差異,生 と死の境界はもはや存在
しておらず,深 い沈黙はそれ自身,純 粋な生起を開示する 「自然の言葉」となる。
静かな胱惚感が兄妹を包み込み,世 界との融和感情にひた らせるのだが,既 にし
て彼 らと世界を隔てる障壁が失われているのであれば,彼 らが世界の中へと溶け
出しているとも言えるだろう。海の表象 ・静止 ・隔絶 ・純粋等,前 々章で 〈千年
王国 〉の構造を分析 した際の指標を用いて分節化す るまでもない。r時 間は静止
し,一 千年はまばたきのように軽 くなつた」 と言われるこの庭に,〈 千年王国 〉
は顕現 したのである。
それが聖なる世界であることは,先 の引用に続いて再び神秘家の言葉がアガー
テの記憶に甦 って くることで示されている。 「私は我が能力のすべてを越えて闇
の力へ と到 った/私 は愛している。だが誰をかは知 らない/」一 このような神
秘家の声がアガーテの内で反響する。かつて,神 の存在を無前提的に信 じるあま
り 「いささか単調な比喩」に堕 していると言われた神秘家の証言が ここで引き合
いに出され るのは,し か しその事実を再確認するためではあるまい。そうではな




義」(1089)を 為 し遂げた今,そ の旅は終わ りを告げるはずなのだか ら。そして
事実,〈 千年王国 〉は二人の目の前で永遠の相のもとに仔んでいるのである。
そのはずであった。 ところが小説は,そ の予想された終結点に到って意外な展
開を見せるのである。アガーテは 〈千年王国 〉での身の処 し方を思い出し,無 我,
非所有という要請に従おうとする。
だがまもな く,思 考や,感 覚および意志の通告を完全に遮断するのは,子 ども
の頃,幟 悔 と聖体拝領の間に罪を犯 してはならぬと言われたのと同様,不 可能
な課題だ とわかった。それで彼女はいくらか努めてみた後で,こ の試みを完全
に放棄 したのである。(1234)
辿 り着いたばか りの 〈千年王国 〉がこのような形で否定されるのは奇妙なことで
はないだろうか。何故な らここでアガーテが 「不可能な課題」だと言っているの
は,〈 千年王国 〉のヴィジョンに予め含まれていた約束だからである。 〈別の状
態 〉の破綻の問題に関 して研究者の多くは,そ れが持続困難であることを理由と
して挙げている。確かにムージル自身日記の中で,〈 別の状態 〉は 「あまりにも
すばやく逃れ去って しまう」56)と言っており,あ る創作メモの中でもraZは 実生
活のための処方 とはな らない」(1478)と ウル リッヒに言わせている。 しかし私
がここで間いたいのは,現 実 レヴェルにおける〈別の状態 〉の持続可能性のいか
んではなく,作 品内においてその持続が拒まれる理由である。というのもテクス
トの上では,〈 千年王国 〉はあくまで永遠のものとして構想されており,既 に見
たようにそれは作品の実際上の最後の章で実現されているからである。にもかか
わらず何故,実 現 された 〈千年王国 〉は否定されねばならなかったのか。







「静物画」(Stilleben)と は文字通 り 「静止 した生」を意味するものであるが,
実際に描かれた静物にはその題材となつた事物とは異なるものが表わされている,
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とウル リッヒは言う。事物は 「芸術の圏内」に呪縛され ることによって,「 描か
れた生の持つ神秘的な魔力」を獲得するのである。その魔力とは,ア ガーテの表
現に従えば,草 原のにおいを運んでくるそよ風や昆虫の羽音に充ちた浜辺に立っ
て,沈 黙 した海を見つめるときに感じるよ うな 「幸福な,飽 くことを知 らぬ哀 し
み」をかき立てる力である。これは自然の生か ら離脱 して 「静止 した生」の中に
移行 した存在が指 し示す,生 と死の際立った対照か ら生まれ出る哀 しみだ と考え
られる。静物画を凝視するとき,そ こに描かれた静物が次第 に顕わにするのは,




次のように説明される。数百年来,仔 情詩が扱 ってきた 「棺台に横たえられた恋
人」というモティーフは 「死の聖化と尊厳」を表現するものであるが,そ こには
「死が自分に最 も高貴な恋人を贈って くれる」 という子供 じみた考えが潜んでい
る。そのような死への傾斜の底にあるのは,「 生身の恋人」を持つことのできな
い男に共通する 「不可能,無 九 自然な勇気 もしくは自然な生に向かう勇気の欠
如」という性格であり,こ れは医学的心理学的に考察すれば 「降霊術と巫術」に,
更には 「屍姦」にまでつながるものである。静物画にもこれと同 じ 「自然な生」
の欠如が認め られるとき,
そして静物画は,そ の奇妙な魅力はやはりまやか しではないのか。いや,ほ と
んど霊気漂 う屍姦ではないのか。(1231)
という問いが発せ られる。自然の生を離れ,画 面に封 じ込 まれた静物の 「神秘的
な魔力」がこうして死の世界を呼び醒 し,死 を愛の対象 とさえするとき,静 物画
はもはや 「静止 した生」であるに留まらず,フ ランス語で言う 「死せる自然」
(naturemorte)そ のものと化す。そ して,「 死せ る自然」としての静物画に魅
入 られた者は,死 を愛する倒錯の世界に入るのである。
上に見た静物画をめ ぐる兄妹の対話が直前の章 に置かれ,読 者はそれを通 して
「ある夏の日の息吹き」の庭を見ることになる。そのとき,至 福の庭の背後にあ
たかも透絵のように浮かび上がって くるのは,死 の庭の相貌である。 「色あせた
花吹雪」,「 花時をすぎた樹々」,「 葬列」,「 沈黙」,「 死の魅惑」等,死 を
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表象する言葉に覆われた世界は,明 るい初夏の日差 しのもとで,そ の内部から濃
い箔りの色を滲ませているように見える。それは生と死の,光 と影のコントラス
トに基づ く影ではな く,影 を吸収 した光の世界が自らの内部に懐胎する騎りであ
り,こ うして二元的対立を失 った世界は,「 葬列」が同時に 「自然の祝祭」であ
り,「 死の魅惑」が同時に 「生の魅惑」であるような一なる世界へと凝固するの
である。このとき時間は過去 にも未来にも向かわず,永 遠に静止 した現在が出現
する。永遠の現在に固定された世界が死と呼応 し,更 には死を愛する静物画の世
界に通 じることはもはや言 うまでもないだろう。夏の日の庭 に顕現 した 〈千年王
国 〉は,額 縁の中に閉ざされた永遠の美=死 のユ― トピアなのである。
だが何故,あ るいはいかに して,至 福を約束するはずの 〈千年王国 〉は静物画
の世界に取 り込まれて しまったのか。改めて 「ある夏の日の息吹き」の庭を一枚
の静物画として眺めてみることにする。初夏の透明な光を浴びて,庭 の中央にウ
ル リッヒとアガーテが横たわ っている。二人は黙して頭上を行 く花吹雪の葬列を
見つめている。画面の横 と背景には若葉に覆われた樹々が立ち,樹 々もまた沈黙
して漂い流れる花び らの行方を追つているかのようである。画面全体を支配して
いるのは極度の静寂であり,こ の静寂が極限に達 した瞬間,兄 妹の心臓は肉体を
離れ,花 吹雪の葬列に加わっていくように思われる。私たちはこの絵を見て 「幸




触れようとしても実体には触れ られぬ静物は,節 制 と慎しみ,更 にはあらゆる生
あるものの虚 しさと移ろい易 さを,見 る者に教えるのである。この延長線上に宗
教的に動機づけられた 「死を想え」(mementomori)の メッセ―ジが賦与 される。
例えば静物画に描かれた飲みさしのコップは,誰 かがたったいま神に召されたこ
とを意味する,と いうふ うに。ムージルの呈示する静物画(R.51章)も このような
意味連関にあるのであって,日 常的な世界における事物との関係は,静 物画を前
にして 「そのグロテスクな虚 しさ」を露呈するのである一 と。59)だがMenges
の考えに先立 って見たように,一 枚の静物画として 「ある夏の日の息吹き」の庭
が私たちに伝えるのは,宗 教上のアレゴリーとしての節制 と慎 しみの教えでもな
ければ,日 常世界の・「グロテスクな虚 しさ」でもない。逆に,非 日常性の極点で
生 じる透明な哀しみとも呼べ るものであつた。そ してこの哀 しみは,ア ガーテの
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言葉に従 うなら,か つて静物が 「生の多彩な岸辺」 に仔んでいたときの姿が静物
画を見つめるほどに鮮かに甦って くることに由来す るのである。であれば,死 の
庭が伝えるメッセージとは,「 死を想え」ではなく,む しろ 「生を想え」である
ように思える。死の庭の静物 と化 したウル リッヒとアガーテも,か つてはそのよ
うな 「生の多彩な岸辺」に仔んでいたのではなか ったか。
「一連の不思議な体験」の起点に立ち返ってみよう(Dr.45章)。 するとそこ
で,ウ ル リッヒとアガーテの肉体的接触による合一の体験が,一 枚の絵の中の出
来事 として描かれていたことが思い出される。そのきっかけとなったのは,着 更
えをするアガーテの姿が 「絵」(Bild)と して捉えられ,「 この絵の魅力的な具象
性」がその 「額縁」を離れてウル リッヒの肉体に移行す るという感覚であった。
これは視点を相対化するなら,ア ガーテの絵の世界 にウルリッヒの肉体が侵入 し
たのだとも言い換えうる。60)であれば この時点で二人は絵画の世界に一歩足を
踏み入れたのだと考えられる。ただしか し,こ の段階ではその絵はまだ静物画で
はな く,ア ガーテを抱きかかえてのウル リッヒのジャンプに明瞭に示されている
ように,「 驚 くべき情熱」を表現 しているのである。だがひとたび絵の中に塗 り
込められた情熱が一瞬の合一の陶酔を持続させようとするとき,そ れは必然的に
永遠の現在たることを志向せずにはいられまい。そ して事実,先 に見た 「白昼の
月光」の章では,永 遠の現在への過程が進行 しているのである。 アガーテの見る
変容 した庭はそこで次のように描かれている。
更に奇妙なことに,あ たりのものの姿は皆,無 気味なまでに荒涼 としていなが
ら,無 気味なまでにr'と して生気を帯びて もいたのだった。これらのものに










以上の考察を踏まえるな ら,〈 千年王国 〉の只中に立つたアガーテがその中に
住まうことは不可能だ と言 う理由も理解できるものとなる。静物画の額の中に封
印され,そ れによって永遠化された合一の歓びは,も はや哀 しみをもたらす もの
で しかなく,そ のとき永遠の現在に留まり続けることは自然の生か らの離脱,即
ち 「屍姦」に他な らないのである。そして,〈 千年王国 〉を目指 した兄妹の陥っ
たこの袋小路 は,偶 然迷い込んだ迷路の一つなどではなく,永 遠の相のもとに構
想された 〈千年王国 〉に初めから内在するアポ リアなのだ。
第一巻で,ウ ル リッヒの生きる世界が 「数億キログラムの石と化 した世界」あ
るいは 「感情の凝固 した月の風景」として描かれていたことを思い起こしたい(第
34章)。 それは完成された既成の世界,即 ち第二部の標題に示された 「同 じよう
なことが起 こる」世界のイメージであるが,こ の凝固した既成の世界に同化する
ことを拒んで 「特性のない男でありたい」(130)と 望んだウルリッヒは,第 一巻
において 「可能性感覚」(第4章),「 エッセイ主義」(第62章)等,「 力の樹」
に集約 しうる 「懐疑的で客観的な目覚めた態度」(591)を 駆使 し,所 与の現実な
らびに同時代の思想を相対化 してきた。 しかし 「力の樹」への傾斜はその対極に
ある 「愛の樹」の不在をウル リッヒに強く意識させ,彼 を 〈少佐夫人の物語 〉へ
の回帰に導 く。第二巻で求め られる〈千年王国 〉は,こ のように所与の現実に同
化できず,現 在の自己のあり様に充たされ ることのない者が不可避的に憧れざる
を得ない絶対的なユー トピアであると言えよう。だがこのユー トピアは,ひ とた
びこれを求めれば,本 章でこれまで見てきたようにその絶対性の故に,そ の内部
に潜む永遠への志向性によって,必 然的に現実への回路を失い死の世界へと凝固
す る。それは起点にあった石化 した世界,「 凝固 した月の風景」とは異なる位相
に位置づけられるべき性質の凝固ではあろうが,自 ら生きた現実とはなりえない
という点において両者は同等なのである。永遠のもの,絶 対的な境位を求めるこ
とが このようなアポ リアを生み,一 方 〈千年王国 〉は小説の中でそのような永遠
絶対の世界 として予め設定 されている。となれば,第 二巻におけるく千年王国 〉
への旅は,絶 対的な境位を求める神秘主義的志向が不可避的に陥るこの袋小路を,
その内部に隠された論理をす くい取ることによって露呈させるための仕組みでは
ないだろうか。父の死一 帰郷一 アガーテとの再会一 神秘主義をめぐる対話




先に〈千年王国 〉の袋小路がある,と いうことは逆に言えば,〈 千年王国 〉に向
けて辿 られたこの一筋の道 は,予 めその終結点における破局を予定されていると
考えられるだろう。そ して更に,前 章で述べたように 〈千年王国 〉のヴィジョン
に神話的始原世界への回帰 という方向性が内包されてお り,そ れが同時代の思潮
と通底するものであるなら,ウ ル リッヒとアガ―テの辿った破局への道は,聖 な
る世界を志 した者が陥る個人的破局であるにとどまらず,同 時代が辿 りつつある
破局への道 とも重なり合う。
W.Raschは 第二巻の清書開始時に記されたという次のようなムージルのメモを
伝えている。 「『別の状態』をめぐる問題圏は,時 代 と密接に関係づけられねばな
らない。この問題が理解され,単 に一つの異常なことだと見倣されないようにす
るために」。61)この言葉は,〈 別の状態 〉の問題が作家の強い時代意識に支えら
れていること,言 い換えればムージルが〈別の状態 〉を時代の現象 と結びつけて考
えていたことを示 している。同 じ趣旨の創作 メモをいくつか取り出してみよう。
「第二巻の初めから,最 上位の観念は戦争。aZの 熟考は 『非合理的なもの』を解
き明かす副次的試みとして,そ の下位に置かれる」(1843)。 「破局へと到った時
代の内在的叙述が物語の本来の骨格を形成せねばならない。(…)秩 序と確信の
追求,aZの 役割,知 識人の状況等の問題はすべて,時 代の問題でもある」(1855)。
このような言葉が証するのは,『 特性のない男』を時代の書たらしめようとす る
ムージルの強い意思である。その際 「時代」とは,小 説内部の設定では第一次大
戦前夜の1913/14年 であるが,作 品自体はその枠組みを遙かに越えて1920年 代,
30年代にまで,即 ちム―ジルが 『特性のない男』を執筆 していた同時代にまでそ
の射程距離を伸ば している。 このような時代 との密接な関連の中で 〈別の状態 〉
の探究が行なわれるとき,小 説内で辿られる 〈千年王国 〉の破綻への道程 は,同 時
代の神話志向のイデオロギーに対する痛烈な批判 となろう。第一巻におけるウル
リッヒの同時代批判が距離を取 った椰愉と嘲笑を基調としていたとすれば,第 二
巻では,そ のウル リッヒをも取 り込む非合理的なものの論理が,主 人公を神話的
始原世界の奥深 く遡行させ ることによって,そ の根底か ら内在的に批判されるの
である。
ここに私たちは 「極めて反革命的」というキ ッシュの第二巻批判に対 してム―
ジルが答えた 「もう一つの利用法」という言葉の意味を理解することができる。
第二巻で辿 られる 〈千年王国 〉への道は,非 合理的なものの論理の内部に潜行す
るためにあくまで肯定的に描かれねばな らず,そ れが小説全体の中で持つ意味は,
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〈少佐夫人の物語 〉を不可視の中心 とする 『特性のない男』全篇の主題です らあ




日の息吹き」の章は 「情熱的に生きるための二つのあり方」,即 ち 「食欲的なあ
り方」(dieapPetithafteArt)と 「非食欲的なあり方」(dienicht-apPetithafte
Art)を めぐる兄妹の対話へと移行 していく。 「食欲的なあり方」とは,「 安息 と満
足を決して得ることのない 『世俗的な』感情の音調」に支えられた生き方であり,
これは世界の 「錯綜 した不安」の要因となると同時に 「美 と進歩」の原動力とも
なる。一方 「非食欲的なあり方」は 「絶えず共鳴はしているが,決 してr完 全な
現実』となることはない或 る 『神秘的な』感情の音調」に支えられており,そ こ
で生は 「何か不気味な夢」のようになる,と 言われる。 「非食欲的なあり方」に
ついては更に,「 植物的なもの」 とも 「東洋的 ・非ファウス ト的」とも言い換え
られ るが,そ の静的な性格が 〈千年王国 〉におけるあり方を指 していることは,
静物画についての対話がそこで引き合いに出されていることからも明 らかであろ
う。そしてこの二項対立的生のあり方をめぐる対話の中で,「 食欲的なあり方」
の側面すなわち 「衝動,並 びに衝動的人間全般の名誉回復」が試み られるとき,
そこに見 られるのは,静 止 した 〈千年王国 〉を動的な地平に向けて乗 り越えてい
こうとす る意思の明白な表明である。 「千年王国の中へ」という標題を持つ第三
部はかくしてここで決定的な転回を遂げ,そ の内実はむしろ〈千年王国を越えて 〉
と言 うにふさわ しいものへと切 り換わるのである。
この転回が生み出すはずの小説の新たな局面は,作 者の急逝により私たちの読
みうる形では残されなかった。だが1941年9月 初めに記された次の創作メモは,
以後 ウル リッヒとアガーテが どのような世界に向かうのかをある程度予測させて
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くれるように思う。 「クラリッセは今や 『行動人』。将軍を通 してウルリッヒと
アガーテに再び接近しようとする。彼女の 『計画』を遂行するためには,つ てが
必要だか ら。(…)そ れは将軍の来訪等で始まり,食 欲的/非 食欲的のテ―マと
関わって くる」。62)このメモからは,「 一連の不思議な体験の始まり」の章以降





けるクラリッセは,平 行運動に 「オース トリア ・ニーチェ記念の年」の実施を提
案する(第56章),あ るいは 「世界の救済者」を受胎す るためにウル リッヒに性
的関係を迫 る(第123章)な ど,既 に狂気を帯びた奇矯 な 「行動人」の片鱗を示
してはいたが,あ くまでもウル リッヒを取 り巻 く副人物たちの一人であった。と
ころが第二巻に入り 「暴力による世界の救済」(834)を 説 く 「預言者マインガス
ト」(828)を 思想的後楯とした後,彼 女はウル リッヒから離れ独自の動きを始め
る。マインガス トの意志の哲学か ら,「 狂気は恩寵である」,狂 気は高め られた
意志であるという確信を得たクラリッセは(第26章),こ の確信に基づいて自ら







演 じた他の副人物たちの変化一 「魂と経済の結合」(108)を 説いていたアル ン
ハイムは軍部 と結んでガリシアの油田の確保を狙う商人となり(第13章),ア ル
ンハイムとの 「プラント的な魂の共同体」(281)を 目指 していたディオティーマ
は,「 いきいきとして調和のとれた性愛への道」を求めて今や 「結婚の生理学と
心理学」を研究 している(第17章)。 民族主義派の青年運動を指導 し,「 小市民
的世界の破壊」(555)を 叫んでいたハ ンス・ゼップもまた,ゲ ルダ ・フィッシェル
と 「半公式的に婚約 し」,博 士号取得のための勉強に励んでいる(第36章)
と比べてひときわ光彩を放っており,他 の人物および出来事が次第に兄妹の く千
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年王国 〉への旅という求心力を持 った流れに吸収されていくのに対 し,途 切れな
が らではあるが唯一独立 したもう一つの流れを形成 している。第二巻のクラリッ
セは,ア ルンハイム,デ ィオティーマ,ハ ンス ・ゼップらが前景か ら退いた後,
ウル リッヒ/ア ガーテに対抗 しうる唯一の重要人物なのである。クラリッセのこ
のような地位の上昇は,も とより当初から予定 されていた。第二巻に着手 したば
か りの時期である1930年10月19日 のメモには,「 クラリッセを前面に出す。クラ








「異常であり一見 して奇矯です らあるクラリッセの症状さえも,彼 女の時代の
一般的現象に通 じている」63)というD.K?nの 指摘を挨つまでもなく,ク ラリッ
セの狂気は時代の狂気 と密接に結びついている。あるいは,時 代に内在 していた
狂気が狂気の時代として現実の政治現象の表面へ と顕在化 していく過程で,ク ラ
リッセの狂気 と時代の狂気はより強く結びつけられていったと言う方が正確か も
しれない。クラリッセに関 してムージルは,既 に1920年 代半ばにS5お よびs6の
記号を付 したかな りの分量の草案をしたためていた。1929年 にそれをまとめ直す
にあたって,s6+bとs6+b+1の一部が書き改められているが,こ のうちs6
+bを もとにして新たに 「ローマのクラリッセ」 という標題を得た草稿において
ム―ジルは,内 容上の大きな変更のない中,ロ ーマの空気を吸うクラリッセがそ
の中に 「ファシズムの予言」(1373)を 感 じ取 るという一節を付け加えているの
である。64)このようにしてクラリッセは時代と結びつけられていき,そ れに比例
して作品内の重要度 も増 していったと考え られる。クラリッセは時代の狂気の体
現者なのである。
遺稿部の草稿にまで立ち入 らねばならぬクラリッセの狂気についての詳細な考





おきたかったか らである。兄妹が到達 した 〈千年王国 〉はそのような動的な時代
の地平に向けて乗り越え られていくはずであつた。
だが1章 で見たように,〈 千年王国 〉の背後にその原像 としての 〈少佐夫人の
物語 〉を認め,更 にその背後に作家ムージルにとっての原体験たるヴァレーリエ
体験を見るとき,こ の乗 り越えの持つ意味は重い。何故ならこのとき小説内で行な
われた 〈千年王国 〉への旅は,ム ージルにとって自己の根源への旅でもあっただ
ろうか ら。 しか も〈別の状態 〉を詩的に形象化することは,『 結びつき』(1911
年)以 降,作 家ムージルを本質的に規定す る営為であった。 〈別の状態 〉は 「作
家 ローベル ト・ムージルのモーター」であった,と いう本稿の冒頭で引用 した
1942年の彼 自身の言葉は,そ の意味で文字通 りに受け取 られるべきである。 しか
しだか らといってW.Bausingerの ように,こ の言葉をもとに,〈 別の状態 〉が否
定的に乗 り越え られていくという構想に疑間を呈 したり,あ るいは更に,ム ージ
ルの作家としての全営為を 「『別の状態』を叙述 し,こ れを詩的に実現すること」
に還元 したりすることはできまい。65)確かに 『特性のない男』においても,〈 別
の状態 〉の文章への彫刻には並々ならぬ力が注がれている。わけても 「ある夏の
日の息吹き」の庭の叙述はその比類ない結晶度で私たちを魅了するだろう。 しか
し,に もかかわ らず,『 特性のない男』の最終的目標はそのような 〈別の状態 〉
の詩的実現 ま してやその理想化にはなか った。 〈千年王国 〉に向かったウル リ
ッヒとアガーテの試みはその最後の段階で否定 されねばならず,逆 にそうして〈別
の状態 〉が作品内で否定的に措定されるか らこそムージルは,以 後小説を書き進
めるに際 しての 「モ―ター」を失い,そ の喪失を嘆かねばならなかった一 私に
はそのように思える。
1942年,第 二次大戦 という世界の破局の予兆 と亡命生活における生の不安の中
で,〈 別の状態 〉のユー トピアに自らを幽閉で きなかったムージルは,こ れまで
の作家としての 「モ―ター」を失うことになるにもかかわ らず,こ うして く別の
状態 〉の理想化を否定する。そのときムージルの念頭にあったのは,〈 千年王国〉
を時代の危機に耐えうるものに向けて乗 り越えること,〈 千年王国 〉に代えて時















尚,引 用 文 末 尾 の 数 字 は す べ てGWIの ペ ー ジ数 で あ る 。 た だ し 引 用 し た 章 を
明 示 し た 場 合,原 則 と し て ペ ー ジ数 の 表 記 は 省 略 した 。 章 数 は,第 一 巻 と 断 っ た













6)Dr.+章 数 はDruckfahnen-Kapitel,R.+章数 はReinschrift・Kapitelの表 示 で あ る 。
ム ー ジ ル が 生 前 に 刊 行 し た 第 二 巻 第1-38章(1932年)に 続 く も の と して ,Dr.39―
58章 が1937/38年 ま で に 書 か れ た 。 更 に そ の 後 晩 年 に到 る ま でDr,47章 以 下 の 改 稿 が
一47-一
行 な わ れ,R.47-52章 が 成 立 し た。 従 っ て 最 終 的 に は,第38章 の 次 にDr.39―46章 が


























19)拙 論 「あ る深 層 の 物 語 の 読 解.― ム ― ジ ル の 『特 性 の な い 男 』 研 究 の た あ の 序 説 」
(「 研 究 報 告 』 第1号,1985年)。 〈少 佐 夫 人 の 物 語 〉と は,第 一 巻 第32章 で 語 られ
た ウ ル リ ッ ヒ若 き 日 の 次 の よ う な 神 秘 的 体 験 を 指 す 。.「 彼 は 風 景 の 中 へ 沈 み 込 ん だ 。
が,そ れ は 言 い よ う の な い 運 ば れ で も あ っ た 。 そ し て 世 界 が 彼 の 目 を 踏 み 越 え て い く
と き に は,世 界 の 意 味 が 内 部 か ら,音 の な い 波 と な っ て 彼 の 方 へ と 打 ち 寄 せ て き た 。
彼 は 世 界 の 心 臓 部 に 流 れ 着 い て い た 。 彼 か ら遠 く 離 れ た 恋 人 の 所 ま で は,す ぐ 近 く の 木
ま で と 同 じだ け の 隔 た り しか な か っ た 。 内 部 感 情 が 空 間 も な く 存 在 を 結 び つ け た 。 夢 の
中 で 二 つ の 存在 が ま じ り合 う こ と な く通 り抜 け る よ う に 。 存 在 の あ ら ゆ る 関 係 が 変 え ら
れ た の で あ る。 こ の 状 態 は し か し,そ れ 以 外 に は 何 も夢 と 共 有 す る も の は な か った 。
,・
明 晰 な 状 態 で あ り,明 晰 な 思 想 に あ ふ れ て い た 。 た だ そ の 中 で は,何 一 つ 原 因,目 的,
肉 体 的 欲 望 に よ つ て は 動 か ず,す べ て の も の は 絶 え ず 新 た な 円 環 を 描 い て 拡 が っ て い













































49)Tgbg,S.609・Guilleminは こ の い き さ つ を 十 年 前 に さ か の ぼ る 話 と して 伝 え て い る
が,十 年 前 の1922/23年 と い え ば,後 に 『特 性 の な い 男 』 の 一 部 の 章 に 発 展 す る 草 案
的 な 短 篇 が 新 聞 雑 誌 に 発 表 さ れ て い た に と ど ま り,当 時 「特 性 の な い 男 」 と い う 標 題
も ま だ 存 在 して い な い 。 こ の 標 題 が 登 場 す る の は 早 く と も1926年 で あ り,キ ッ シ ュ が
こ の 標 題 を 知 っ て い た こ と か ら考 え て,十 年 前 と い う の はGuilleminの 誇 張 で あ る と























 chungen zum Romanwerk Robert Musils, Munchen 1984, S. 245 
65) Bausinger, a. a. O., S. 109. 
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